
別紙様式第２号
年　　月　　日

　　関東農政局長　　殿

農業者

住所：

氏名：

電話番号：

①

②

③

④

１　区分管理の手法等（栽培管理の違いや区分管理の方法等を具体的に記載すること。）

※　該当する項目にチェックを付すこと。

２　区分管理を行うほ場の所在・地番と面積

所在・地番 品種名 面積（㎡） 備考

※2

（注）

用途

　加工用米については「加工用」、新規需要米については「飼料用」、「米粉用」、「新市場開拓
用」、「稲発行粗飼料用稲（WCS用稲）」及び「青刈り稲・わら専用稲」を記入すること。

　所在・地番ごとのほ場に作付ける品種名を具体的に記入すること。なお、主食用として作付ける
品種と同じ品種の場合は、備考欄に「主食用品種と同じ」と記入すること。

※１：

※２：

（Email）

　多収品種又はコメ粉専用品種を作付ける。（品種名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　多収品種又はコメ粉専用品種以外の品種であって主食用米として出荷する品種と異なる品種を作付ける。
（品種名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　主食用米として出荷する品種と同一の品種を作付け、生産段階で主食用の生産と差異をつける。

１　多収に向けた技術や生産資材を用いる。

　２については、経営所得安定対策等実施要綱に定める営農計画書の写しの添付又は営農計画書の
電子媒体での提出に代えることが出来ることとする。

区分管理計画書

　需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領（平成26年４月１日付け25生産第3578号農林水産省生産局長通
知）別紙１の第４の２に基づき、下記のとおり提出します。

記

　１の手法による区分管理が適切に行われていないことが確認された場合又は全収穫量について証拠書類等を
もって妥当性のある説明ができない場合には、需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領別紙２の規定
による措置が行われるほか、その他不利益を被ることになっても異存がないこと

　２に掲げるほ場の単収が他のほ場の単収に比べて大きく差が生じる等、全収穫量に疑義が生じた場合には、
地方農政局長等の調査に協力すること

　１の区分管理の手法等により、２に掲げるほ場の全収穫量を加工用米等として出荷することとし、他のほ場
で生産された米穀が混入しないよう出荷すること

【誓約事項】
　加工用米及び新規需要米の生産並びに乾燥及び調製において主食用と明確に区分するとともに、以下について誓
約します。

　加工用米等の適正な流通の確保に係る農産局長及び地方農政局長等の指導に従うこと

３　生産性ないし収穫量が低いほ場で取り組む。

４　その他（具体的内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　省力化栽培（３以外）を行う。（具体的内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※1


